
　
十
一
月
二
八
日 

　
つ
づ
き 

　
十
九
時
ま
で
学
科
会
議
。
二
〇
時
前
世
田
谷
に
戻
る
。
中
日
新
聞
に
オ
ー

プ
ン
テ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
記
事
が
出
て
い
て
仲
々
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　
十
一
月
二
九
日

　
朝
七
時
四
〇
分
新
宿
西
口
ス
バ
ル
ビ
ル
前
Ｔ
Ｖ
番
組
製
作
の
ル
ー
カ
ス
の

連
中
と
待
ち
合
わ
せ
諏
訪
の
藤
森
宅
へ
向
か
う
。
中
央
高
速
は
天
気
も
良
く

八
ヶ
岳
山
麓
で
は
南
ア
ル
プ
ス
、
北
ア
ル
プ
ス
が
遠
望
で
き
た
。
二
週
間
後

は
ネ
パ
ー
ル
だ
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
比
べ
る
と
日
本
の
ア
ル
プ
ス
は
た
だ
の
地

ブ
ク
レ
だ
な
。
宮
川
の
守
屋
神
長
館
に
は
十
時
過
に
到
着
。
山
に
入
っ
て
何

や
ら
木
を
探
し
て
い
た
ら
し
い
藤
森
照
信
と
会
う
。
す
ぐ
製
材
所
を
紹
介
し

て
も
ら
い
、
木
材
の
打
ち
合
わ
せ
に
入
る
。
要
す
る
に
藤
森
が
住
ん
で
い
る

村
七
〇
軒
が
共
同
で
山
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
山
で
獲
れ
る
木
を
製
材
し
て

い
る
処
の
よ
う
だ
。
藤
森
の
説
明
は
お
お
ま
か
過
ぎ
て
解
ら
ん
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
大
筋
は
流
石
に
明
快
で
解
り
過
ぎ
る
位
に
、
良
く
解
る
。
赤
瀬
川
原

平
宅
建
設
の
模
様
を
赤
瀬
川
氏
が
、
「
我
輩
は
施
主
で
あ
る
」
に
詳
し
く
書

い
て
い
る
が
、
そ
の
伝
中
、
藤
森
教
授
故
郷
で
木
を
得
る
が
誠
に
面
白
い
の

だ
が
、
私
も
そ
の
情
景
に
入
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ
こ
は
藤
森
王

国
だ
な
。
な
ぜ
か
藤
森
が
私
の
設
計
の
家
の
材
種
そ
の
他
を
決
め
て
し
ま
い
、

ウ
ム
ウ
ム
こ
こ
は
栗
だ
な
、
赤
松
も
良
い
ぞ
な
ん
て
言
い
出
す
始
末
で
、
マ

こ
う
な
っ
た
ら
藤
森
領
主
に
任
せ
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、
こ

こ
は
藤
森
王
国
な
ん
だ
か
ら
。
山
に
入
り
、
こ
の
木
が
良
か
ろ
う
と
目
星
を

つ
け
た
が
、
自
然
の
中
の
木
の
太
さ
と
家
に
使
う
木
の
太
さ
と
、
ま
だ
頭
の

中
で
は
ピ
ッ
タ
リ
と
こ
な
い
。
施
主
を
連
れ
て
来
い
、
こ
の
木
で
す
よ
、
ア

ナ
タ
の
家
を
作
る
の
ワ
と
説
明
し
て
ヤ
レ
、
施
主
の
覚
悟
は
一
段
と
高
ま
る

ぞ
、
赤
瀬
川
さ
ん
な
ん
か
そ
う
だ
っ
た
ぞ
、
と
藤
森
教
授
は
増
々
絶
好
調
で
、

私
を
感
化
し
始
め
て
し
ま
う
。

　
で
も
仕
方
な
い
事
で
何
し
ろ
こ
こ
は
諏
訪
大
社
の
御
柱
の
里
、
藤
森
王
国

な
ん
だ
か
ら
。

　
蓼
科
山
の
麓
の
も
う
一
つ
の
栗
の
木
を
扱
っ
て
い
る
製
材
所
も
訪
ね
、
栗

の
木
は
頼
ん
で
し
ま
う
。
王
国
に
戻
り
ソ
バ
を
食
べ
て
再
び
製
材
所
で
打
ち

合
わ
せ
、
十
二
月
中
旬
ま
で
に
見
積
り
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

模
型
と
図
面
を
置
い
て
く
る
。
切
り
出
し
た
木
は
藤
森
さ
ん
と
こ
の
畑
に
置

か
せ
て
も
ら
う
事
に
な
っ
た
。
も
う
一
度
山
に
入
り
、
大
体
こ
ん
な
も
ん
だ

ろ
う
の
木
に
印
を
つ
け
、
東
京
に
戻
っ
た
。
面
白
い
一
日
だ
っ
た
。
藤
森
領

主
の
お
陰
で
し
た
。

　
十
一
月
三
〇
日

　
十
時
地
下
へ
。
松
本
と
チ
ョ
ッ
と
大
事
な
話
し
。
十
二
時
前
西
調
布
で
聖

徳
寺
の
打
ち
合
わ
せ
。
午
後
一
時
、
星
の
子
愛
児
園
コ
ン
サ
ー
ト
。
ホ
ー
ル

は
満
員
の
人
で
、
本
当
に
上
手
に
使
っ
て
下
さ
っ
て
嬉
し
い
。
い
ら
し
た
皆

さ
ん
に
設
計
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

　
十
五
時
大
学
。
公
開
講
評
会
。
少
し
年
輩
の
方
も
見
え
て
い
た
。
本
当
の

公
開
に
な
っ
て
く
れ
る
と
良
い
ね
。
十
九
時
計
画
系
の
先
生
の
会
。
入
江
古

谷
鈴
木
了
二
と
会
食
。

　
十
二
月
一
日

　
今
日
は
休
む
ぞ
。
コ
テ
ン
コ
テ
ン
に
休
む
ぞ
。
毎
日
新
聞
に
藤
森
教
授
が

書
評
を
書
い
て
い
る
高
知
の
沢
田
ア
パ
ー
ト
は
見
て
み
た
い
。
ま
た
、
京
都
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の
四
条
に
こ
れ
又
、
藤
森
が
作
っ
て
い
る
ら
し
い
秋
野
さ
ん
の
樹
上
の
茶
室

も
見
た
い
な
。
鈴
木
博
之
よ
り
電
話
、
原
稿
そ
の
他
の
件
。
い
よ
い
よ
ま
と

め
る
か
。

　
十
八
時
前
我
孫
子
真
栄
寺
へ
。
立
松
和
平
、
我
孫
子
市
町
等
と
会
食
。
二

三
時
三
〇
分
世
田
谷
へ
戻
る
。
結
局
今
日
も
動
い
て
し
ま
っ
た
。

　
十
二
月
二
日

　
早
朝
藤
塚
よ
り
電
話
、
今
日
天
気
が
良
い
か
ら
十
時
位
か
ら
星
の
子
愛
児

園
の
撮
影
ヤ
ル
カ
ラ
だ
と
。
ス
タ
ッ
フ
誰
も
居
な
い
か
ら
俺
が
立
会
う
か
。

　
続
い
て
ハ
ン
マ
か
ら
も
電
話
入
り
、
や
っ
ぱ
り
Ｔ
Ｖ
は
奥
さ
ん
の
タ
マ
ち

ゃ
ん
が
イ
ヤ
が
っ
て
る
か
ら
と
の
事
。
直
接
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
連
絡
し
て
く

れ
と
伝
え
る
。
Ｔ
Ｖ
は
難
し
い
。
星
の
子
愛
児
園
撮
影
立
会
い
。
十
三
時
大

学
　
　
の
仕
事
を
見
る
。
十
五
時
人
事
小
委
。
十
七
時
過
終
了
。
十
八
時
過

世
田
谷
に
戻
る
。

　
十
二
月
三
日

　
九
時
伊
豆
安
良
里
藤
井
晴
正
世
田
谷
来
。
Ｔ
Ｖ
の
件
打
ち
合
わ
せ
。
十
四

時
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
朝
日
新
聞
大
西
氏
。
汐
留
見
学
十
六
時
迄
。
十
七
時
大

学
人
事
小
委
員
会
打
合
わ
せ
。
雑
用
を
す
ま
せ
、
十
九
時
磯
崎
ア
ト
リ
エ
訪

問
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ン
ペ
案
を
見
る
。
こ
れ
は
良
か
っ
た
。
磯
崎
新
は

若
い
。
次
女
友
美
と
共
に
磯
崎
宅
で
愛
子
さ
ん
と
共
に
磯
崎
さ
ん
手
製
の
パ

ス
タ
等
御
ち
そ
う
に
な
る
。

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
駅
の
コ
ン
ペ
案
は
フ
ラ
ッ
ト
な
屋
根
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
自
動
案
出
だ
と
い
う
構
造
体
で
支
え
た
も
の
で
、
そ
の
構
造
体
は
見
た
事

が
な
い
よ
う
な
形
態
を
持
っ
て
い
た
。
中
国
人
の
若
い
才
能
が
　
論
文
で
提

出
し
て
き
た
理
論
を
構
造
家
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
ら
し
い
。
伊
東
豊

雄
の
非
線
型
構
造
体
理
論
と
い
い
、
磯
崎
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ン
ペ
案
と

い
い
、
何
か
新
し
い
構
造
の
考
え
方
が
出
現
し
始
め
て
い
る
気
配
が
あ
る
。

ノ
タ
ノ
タ
し
て
い
ら
れ
な
い
ぞ
こ
れ
は
。
二
十
三
時
三
〇
分
世
田
谷
戻
り
。
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